









ここではマイクロプロセッサと Lて制御用 lCのひとつである PIC(Peripheral Tnterface 




















PICは.CPU. メモリ 侃AM.ROM). [/0などが1チップに




本研修では， PICの数多いバリエーションのなかで， 8ピンの PIC12F675と20ピンの
PIC16F690を使用した 両チップに共通な仕様としては， CMOSデバイスで，動作電圧範囲は2.0V
から5.5V，汎用ポートは1ピン当り25皿Aまで流すことが可能なのでLEDなどを直接駆動できる，な
どである また， CPU部は外部クロックの場合最大20MHzで動作する プログラムの命令語長は
14ピット，データ長は8ピットである そのほか， AfDコンパータ，コンパレータ，タイマーなどが






デバイス メモリ I/O 10骨bitA/D コンパレーヲ タイマ SP 
flash SRAIl EEPR岨 (ch) S!16-bit ECP+ 
{町ords) (bytcs) (bytes) 日JSART
PICl2F675 1024 64 128 6 4 l 1/1 No 
























を理解するための蹴習限題として， 関 Port世 定 . .・.，回ヲラマヨ'"小""
連サイトページ 3)にある rLCD(Liquid lICd初期化
Crystal Display)ディスプレイの接続 IICd表 示位 置量定
16F690Jを参考に.PICを用いた LCD [I '6F.二~~~J聖王
表示回路の製作およびプログラミング 己主主主竺豊空豆
を行なった回路は.PICkit 2のデモ い e.e一 _L'" ，.."車与









本専門研修で用いる PICには A-Dコンパータ機能がある これは実験などで得られるアナログ
最をマイコンでデ♀ジタノレ処理寸る場合に必要な機能である ここでは，この機能を利用してモー












































ベルが表示できる回路を製作した 加えて LCDパー表示部では最大レベルも表示できる 計測電
源として大和科学教材研究所製の手廻し発電機を使用した 最大表示電圧は5Vで，パー表示と LED
は 16段階で表示する 図 3.3は製作したレベルメータとその回路図およびプログラムの流れを示
す ここで， AID変換時間 52μS，サンプノレホーノレドタイム 48μ8で全A1D変換時間は 100μsと


















































種頼しかなく ，記述も 2文字の命令と一文字空けて 2文字以下町
レジスタ名か数値を示すオペランドで構成されている また，扱





能な命令は実際にボー ド上で機能する 更にプログラムとして実 図 4.3 デモポ ドの構成
行させる場合には，モニタに簡易なプログラム作成用コマンドとして挿入，迫加、削除などが用意




t ，:;Jv: ..:-t四百面一一寸 l アセンプ岬・命令と糟 li一一ー レタスタ r・4
I (1目"rt)Iアセンフリ.・-・郷λI t LD rea; I 陀宮内容をwcに入れ'" I I wo I~.レ ジ ミ，
－6－
a (Add) アセンブリ昌語命令追加 ST re.'l wO内容を'"に入れる WI"-'4 時レジスタ
d CDelt'tt') アセンブリ冨語命令削除 AD reg wOに".内容を加之る AO ボリューム入力 {朱対応}
e (Execute) ブログフム実行 II ，掴l WOに，.1値を入れる AI スイッテ入力 {未対応)
s (Save) ブログフム憧存(E印刷，.) A[ ，祖l WOに valt直をカ日える A2 スイ ッテ入力
1 (l.otld) ブロゲヨム詰込(EEPR岨) SI val wOからv6H直を引く CO...3 I.F.D出力
u (Uplo帥d) ブロゲフム貼付け EQ ，圃l wOと"，値は同じ C4.....6 3色 LED
t (Type) ブログフム表示 CT 且l WOが val1直より大きい C7 ブザ出力
r (Reset) リセット LT vul wOよりvalfi直がノj、さL、 PC CO-C7 
h (Help) ヘルプ表示 JI val vaH直へ飛ぶ
01 val ，，1 植(m~)車延
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